
 

 日常活動部の実践２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点②知識・技能の定着を図るための工夫 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５つのきまり】 

① じょうぎで、たて線をひく。（１マス分） 

② １行目に日付と単元名を書く。（単元名は最初の時間のみ書く） 
③ ２行目に めを書く。（めあて→赤でかこむ） 

④めあての最後に、「ふりかえりマス」を書く。 

(◎○△でふりかえる) 

⑤授業のまとめ ま は、赤でかこむ。 

■全学年で統一したノー

ト指導の型を作成してい

る。書き方のきまりを児童

のノートに貼り，毎時間の

授業で，正しく分かりやす

いノートが書けるように

活用している。 

■４年生の実際のノー

ト（単元「わりざん」）。 

ノートの書き方のきま

りに沿って書いている。 

 また，自分の考えを，

図や言葉で表現するこ

とも大切にしながらノ

ート指導に当たってい

る。 

■「たっぴータイム」の学習の様子。

基礎学力の定着に結び付く学習プリ

ントを精選し、綴じ合わせた「たっぴ

ーファイル」を活用している。１５分

間，児童は集中して習熟に臨む時間と

なっている。 

 

「たっぴータイム」 

業間の１５分間に設定している習

熟の時間。たっぴ―ファイルに綴じて

いる学習プリントに取り組む。 

 職員を複数配置し、個別支援を充実

させながら，基礎学力の定着を目指し

ている。 
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